
経済港湾委員会 所管事務調査

令和７年７月１７日
北九州市公営競技局

公営競技局による地域貢献について

1



Ⅱ 健全な運営・信頼
されるレース場

［運営・財務］

小倉競輪・ボートレース若松は、事業の収益金で、将来にわたり
北九州市の未来づくりと豊かな社会づくりに貢献していきます

Ⅰ 選ばれるレース場

［売上］

Ⅲ 親しまれるレース場

［地域・社会貢献］

中期
目標

前
期

目指すべき
将来像

企業理念

■ 策 定 平成31年３月（平成31年3月 市議会報告）

■ 計画期間 10年間 （令和元年度～10年度）
前期期間：５年間 後期期間：５年間

中期
目標

後
期

【目標】収益金４４０億円以上 ・ 一般会計繰出金１７０億円以上
【実績】収益金５８５億円 ・ 一般会計繰出金１９１億円

【目標】収益金５３０億円以上 ・ 一般会計繰出金２６０億円以上

１ 公営競技事業経営戦略（概要）
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２ 北九州市競輪・ボートレース事業の発売額推移（H３～R６）
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３ 公営競技局における地域・社会貢献

１ 一般会計への繰り出し

競輪・ボートレース事業の収益金から一般会計へ繰り出し、市民生活の充実・
利便性の向上等に寄与する。

２ 地域貢献事業の開催

競輪・ボートレース事業が地域・社会貢献につながる事業であることを積極
的に発信し、イメージアップを図るとともに、地域の方に親しまれるイベン
ト等を開催する。

3 親しまれるレース場づくり

レース目的以外でも、子どもから大人まで誰もが気軽に来場し、楽しめる
レース場づくりを進める。
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４ 一般会計への繰り出し ①繰出金の推移
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１ 繰出金の活用(Ｒ７年度北九州市予算)

２ 北九州市ボートレースによる未来のまちづくり投資基金

４ 一般会計への繰り出し ②繰出金の活用

◆子ども医療費支給事業
◆北九州市科学館スペースＬＡＢＯ運営事業
◆ひとり親家庭等医療費支給事業
◆放課後児童クラブ運営事業
◆周産期医療の充実
◆児童虐待防止の体制強化

将来に向けたまちの成長及び発展に資する公共施設の付加価値を高める整備を
前倒し・加速化させることを目的に、モーターボート競走事業の収益金を財源に、
２００億円の基金を令和７年４月に創設。
令和７～９年度については、市民ニーズが特に高い子ども・若者が多く利用す
る施設整備などに活用される。

【基金を活用して実施する事業（例）】
◆学校トイレ洋式化１００％大作戦
◆「学校エアコン設置加速化大作戦」の推進
◆学校施設エレベーター設置事業
◆新・こどもまんなか公園づくり等事業
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などに５０億円を活用



くれかきっちんどーむきっちん

５ 地域貢献事業の開催 ①子ども食堂

◆開 設 令和元年１１月
◆会 場 北九州メディアドーム
◆開 催 毎月１回
◆料 金 子ども100円/おとな300円

◆開 設 平成３０年１２月
◆会 場 クレカ若松
◆開 催 毎月１回
◆料 金 子ども100円/おとな300円
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楽しい！夏休みの宿題お助教室

出張こども大工教室 食品サンプル教室

５ 地域貢献事業の開催 ②各種教室・体験イベント

クレカ若松で小学生を対象に、夏休みの
宿題を助ける出張こども大工教室、食品
サンプル教室、読書感想文の書き方教室
など５種類の教室を開催。

インターナショナルスクール開校
～パスポート不要の留学体験～

ボートレース若松で、体験型英語学習施
設「ＫＧＧ※」と連携し、英語教室をは
じめ、疑似世界旅行体験、いのちのたび
博物館やスペースラボとのコラボ企画な
ど、様々な英語体験ができるイベントを
開催。

令和６年度開催
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※KGG(KITAKYUSHU GLOBAL GATEWAY)は、
ジ アウトレット北九州内にある、日本にいながら海外
の雰囲気の中で英語を体験し学ぶことができる施設。



音楽と食の祭典
Ｋ.フェスティバル

キッズスポーツイベント
ｉｎ北九州メディアドーム

５ 地域貢献事業の開催 ③スポーツ教室 ④大規模イベント

ＧⅠ競輪祭や競輪夏祭りの開催に合わせ、
著名な元スポーツ選手によるスポーツ教
室を開催。

北九州メディアドームで、ファミリーを
対象としたエンターテイメントステージ
や幅広い世代を対象としたライブステー
ジ、子ども向けの遊具やグルメを楽しめ
るイベントを開催。

令和６年度開催
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バドミントン教室

サッカー教室



６ 親しまれるレース場づくり ①整備概要

ボートレースパーク化

ボートレース業界では、中央団体が地域に開かれたレース場とするため、子どもたちが遊べる
施設や広場等を整備する「ボートレースパーク化」を推進している。
ボートレース若松においても、東スタンド棟前の駐車場（約１１，０００㎡）を活用し、来場の

きっかけやイメージアップを図るための地域貢献エリアを整備している。

◆整備内容 ◆事業費（概算）
総事業費 １８．６億円

（うちボートレース振興会助成金２．９億円）

◆事業スケジュール
令和４～５年度 基本設計、実施設計
令和６～７年度 工事
令和７年度末 完成予定

種別 面積

Ｇｒüüｎ

（グルーン）

芝生広場 ９，９３８㎡
１０，８７５㎡

ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾍﾟｰｽ棟 ９３７㎡

Ｍｏｏｏｖｉ
（モーヴィ）

屋外 １，２０４㎡
１，９９２㎡

屋内 ７８８㎡

合計 １２，８６７㎡
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６ 親しまれるレース場づくり ②Ｇｒüüｎ（グルーン）

遊具エリア

若松らしい風景の中に
ティーンの居場所となる
健全なからだ遊びの場

自然体験エリア

自然の中の遊び場に
親子で遊びを創り出す
外遊びのチャレンジをサポートする場

フィットネスエリア

青空の下で
ジムよりもラフに、カジュアルに
心身の健康づくりの場

コミュニティスペース棟

休憩や飲食ス
ペースを備えた
施設

11Ｇｒüüｎ完成イメージ図



６ 親しまれるレース場づくり ③Mooovi（モーヴィ）

屋外

屋内

完成イメージ図
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Ｇｒüüｎエリア


